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１ 目 的 

この寄稿要領は、グローバルセキュリティセミナー叢書（防大グ第１１９６

号（２９．７．２４）「防衛大学校におけるグローバルセキュリティ研究又は共

同研究に係る叢書の編集及び発行について（通達）」第２項第１号に規定するも

のをいう。以下「セミナー叢書」という。）への寄稿に関し必要な事項を定める

ことを目的とする。 

 

２ 原稿区分 

セミナー叢書は、防衛大学校が実施するグローバルセキュリティセミナーに

おける研究発表と議論を踏まえ、セミナーの総合テーマに関してさらに考察を

深めた内容を、和文又は英文により収録するものであり、その原稿区分は次の

各号のとおりとする。 

（１）論文 独創性が認められる学術的研究 

（２）研究ノート 挑戦的萌芽研究など 

 

３ 寄稿資格 

セミナー叢書に寄稿することができる者は、次の各号のとおりとする。 

（１）防衛大学校の現職の教授、准教授、講師、助教及び非常勤講師（以下「教

官」という。） 

（２）防衛大学校名誉教授 

（３）防衛大学校の研究科後期課程学生、客員研究員及び共同研究員 

（４）防衛大学校を転出または退職後２年以内に、在職中のグローバルセキュリ

ティセンターの研究プロジェクトに関連して研究成果を発表しようとする防

衛大学校の元教官、元研究科学生、元客員研究員及び元共同研究員 

（５）前各号に掲げる者のほか、叢書編集委員会が適当と認めた者 

 

４ 原稿の作成 

    別に定める執筆要領による。 

 

５ 原稿の提出 

原稿の提出は、次の各号に従い行う。 

（１）提 出 

原稿は、電子データによる正原稿のほか、図、表、写真など、すべてを含

めてコピー１部を作成し、叢書編集委員会に送付する。 

なお、提出された原稿は、採否にかかわらず原則として返却しない。返却

を希望する場合は、原稿提出の際に、あらかじめ叢書編集委員会に申し出る。 

（２）締 切 

 セミナー叢書は随時発行であり、締切日は設けない。 
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（３）提出先 

叢書編集委員会（防衛大学校総合情報図書館グローバルセキュリティセン

ター企画・発信部門長） 

 

６ 寄稿から掲載までの過程 

寄稿された論文等は、叢書編集委員会が採用の可否を決定する。 

 

７ 採用可否の決定基準 

採用可否の決定は、次の各号により行う。 

（１）セミナー叢書に掲載する論文等としての主題の妥当性 

（２）グローバルセキュリティ及びその関連分野への貢献度と独創性 

（３）未発表であること 

（４）内容の完成度と全体構成の適切さ 

（５）文章・表現の適切さ 

（６）執筆要領の遵守 

 

８ 校 正 

著者による校正は、初校のみとする。 

なお、校正段階での加筆又は修正は原則として認めない。 

 

９ 著作権 

寄稿された原稿の著作権は、著者に帰属するが、複製権及び公衆送信権につ

いては、防衛大学校に帰属するものとする。 

セミナー叢書での公開あるいは利用によって生じた損害・不利益について、

防衛大学校は一切の責任を負わない。 

セミナー叢書に係る寄稿者の責務は、次の各号のとおりとする。 

（１）学術情報等の内容は、寄稿者が責任を負うものとする。 

（２）学術情報に関し係争が生じた場合、寄稿者が誠実に解決するものとする。 

（３）著作権が複数の者に帰属する場合は、共著者からの利用許諾書（様式随意）

を編集委員会に提出しなければならない。また、図版や写真を掲載するため

に著作権の取得が必要な場合は、寄稿者が手続きを行い、費用を負担する。 

 

10 問い合わせ先 

防衛大学校総合情報図書館グローバルセキュリティセンター 

企画・発信部門長 

Ｅメール：gs@nda.ac.jp 


